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昭和39年 (1964)市口駅改黙 れる。

市
口
駅
周
辺昭和末期の市田駅前の姿

改築前の市口駅の西口

_=,蒙目目螢:

現在の市田駅前

改築前の市田駅

旧市田郵便局が2月 19日 に取り

壕され昭和36年・19611111月 7
日に完成ンた。ここでは当時上

市田・山吹・神稲の電話,換業
務も行ゎれていた.今 は吉口に
移されている

出砂原の上の方にあった八十二銀行が

駅前べ移転する。

農協Aコーブ前の□道 153号線.この右側 |こ A
コープが設立された.
昭和40年 +196515月 13日北原台地上よ

"最

影 .

昭和37●・1962'.婦大会の要望にJ',建設された母
子健康センタ~.昭和57■ ■982.廃止とな|,.寝たき

',老
人の-1■預か

',の
市投 す|,.間 もなく廃止となる.

今は住宅地とな●ている.

Ａ
コ
ー
プ
下
市
口
店

昭和61年 `1986)に 農協Aコ
ープが建設された.ここの

款す11は下市田司製糸工場の用水の貯水池があった。
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母子センターの跡地に住宅が建つ.
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当時の朝神橋
明治42年 (1909).田 村の片桐良作の出資と.両地元の協力によっ
て吊|′橋として明神橋浚工する。

明
紳
橋
の
変
塁
と
虫
砂
原
堤
防

,| . 
● ・ ●・‐

.

|― _ ●●●

完成した朗神橋と間もなく取り埃されようとしている.
旧明神橋 (右側の橋 )

明神橋架け替え前の橋の麓の姿
(茂吉の歌碑はここにあった)

厳由麟由

・編饉巌隆自饉.基菫畠|セ
`

´

36災害以後.補強された出|′原堤防

■
ヽ
・ヽ

●̈

・
―
ム
，
■

キ
ヤ
ー
ー

天竜,下
'す

0市田捲 .出砂原場防｀

後万0,1.ま惣兵衛堤防

■ :■
~‐

橋

の

工

事

前

の

南

の

麓

″||

1張

"

,榜′粉
4″″
`′

,1

昭和7年・19321.交通の急増 ,こよ|,.ワーレン式由弦1同
式による橋に架け替え.ジ1た .

平成8年 (1996).架け替えられた橋

明神橋の左手前の小公0(茂吉の歌碑 )

!

●■

36災 害後に捐強工彗されてtヽる出砂原堤防

橋の架け替え後の麓の変容
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旧
市
口
小
学
校
の
変
遷

明
治
６
年

（１
８
７
３
）
、
下
市
田
訓
蒙
小
学
校
と
し
て
発
足
し
、
現
在
地
に
新
校
舎
設
立
す
る
も
火
災
に
遇
い
．

明
治
２１
年

（１
８
８
８
）
に
新
築
し
た
校
舎
が
現
在
の
建
造
物
で
、
当
時
建
築
し
た
位
置
と
は
違
い
．
明
治
末
に
現
在

地
に
移
動
し
、
若
千
の
改
造
は
行
わ
れ
て
き
た
が
．
本
体
は
当
時
の
ま
ま
で
．
貴
重
な
建
造
物
と
し
て
町
の
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。

1 ]

・ ~‐ ´

下市田学校 (明治21年 (1388,新築).萩山神社の参道が
向こうの林である。

下市口学校校合移転記
=明
治43年 (1910),

北の原方面

1月習科の生徒の活動と思ゎれる

●ヽ'

,,         |

虫
砂
原
少

理
橋
附
夏
の
ホ
ノX_

容

都市計画事業の一環として.県農業試験場跡
地に建設予定の中央児童公園.

1嵯El

:言缶

現在の歩道橋付近 西方 役場・公民館方面

■

窓のだ子から.移‐1直後の学

"と

思われる。

下市田学校の校舎を廃上し保育所となる.
(昭和56年 3月 (1981)完成)

1日下市田学校西側 .児童の玄間である。

口聟

飯田方面ヘ
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天
白
神
の
祀
ら
れ
て
い
た
出
砂
原
天
自
台
地
は
．
惣
兵
衛
堤
防

の
測
地
基
点
と
も
な

っ
て
い
た
が
、
出
砂
原
の
開
発
と
共
に
平
地

化
さ
れ
．
現
在
の
熊
谷
モ
ー
タ
ー
辺
り
が
中
心
で
あ

っ
た
ろ
う
と

言
わ
れ
て
い
る
．

な
お
、
こ
の
大
自
神
の
祠
は
市
岡
愛
介
さ
ん
宅
に
氏
神
と
合
祀

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
大
自
の
森
は
平
に
さ
れ
．
住
宅
が
建

っ
て
い
る
が
．
こ
の

熊
谷
モ
ー
タ
ー
ス
の
裏
の
辺
り
か
ら
高
台
と
な

っ
て
．
当
時
の
面

影
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

.1,す・・
｀●``
・ヽ

巨
木
・古
墳
・そ
の
他

熊谷モータース.この辺からや｀西よ|′当た|,に

天白の森があ―たという.

親木は枯れ.新しい枝が伸びてきた(平成期) 県天然言E念物下市田の終 (昭和期が最盛期 )

下
市
用
に
は
多
く
の
古

墳
が
あ
る
が
、
こ
の
古
墳

は
市
田
で
は
最
大
で
２０

ｍ

位
の
径
で
、
有
段
式

（
二

段
式
）
で
郡
下
で
も
珍
し
く
、

大
切
に
保
存
し
た
い
。

町
で
は
文
化
財
指
定
を

す
る
た
め
補
修
な
ど
し
て

準
備
を
進
め
て
い
る
。

（平
成
”
年
現
在
）

畑中の塚 (全部一号墳)二段式吉墳

ろ7

畑中の塚南入口2区バーシモン会無 集会所
｀
南世1に生育

していたた.,拝されて今は証い.




